
都民体育大会実施要項 

 

１ 開催の基本方針 

（１）都民体育大会（以下「大会」という。）は、区市町村の対抗方式で行う。〔開催基

準要綱５（３）〕 

（２）大会の開催は夏季（７～１０月）、冬季（１～３月）、春季（４～６月）の各季に 

分けて順に行う。 

（３）大会本部は、公益財団法人東京都体育協会（以下「協会」という。）に置く。〔開

催基準要綱５（２）〕 

（４）参加料は１名につき５００円徴収する。 

 

２ 大会参加資格等 

（１）大会の参加選手は、当該区市町村を代表する者で、参加競技終了まで、次のア又は

イのいずれかの資格を有する者とする。 

   ア 東京都内在住者 

大会開催年の４月１日（夏季大会は８月１日、冬季大会は１月１日）以前から都 

内に住民票を有する者で、次の①又は②のいずれかを満たす者 

① 当該区市町村内に住民票を有する者 

② 在住又は在勤する区市町村にかかわらず、大会開催年の５月１日（夏季大会は８ 

月１日、冬季大会は１月１日）までに当該区市町村の体育・スポーツ協会等に加 

盟する競技団体に登録している者 

イ 東京都外在住者（都内に住民票を有しない者） 

当該区市町村内に在勤（パート・アルバイト等を含む。）する者で、大会開催年 

の５月１日（夏季大会は８月１日、冬季大会は１月１日）までに当該区市町村の体 

育・スポーツ協会等に加盟する競技団体に登録している者。ただし、東京都外在住 

者の参加人数は若干名とし、詳細は各競技要項で定める。 

（２）年齢基準日は、次のとおりとする。 

ア 夏季大会 大会開催年の８月１日現在 

  イ 冬季大会 大会開催年の１月１日現在 

  ウ 春季大会 大会開催年の４月１日現在 

（３）次の項目に該当する者は参加を制限する。 

  ア 小学生、中学生、高校生、高等専門学生及び体育・スポーツ団体に登録している

学生（学連登録している大学生）は参加できない。ただし、馬術競技については、

体育・スポーツ団体に登録している学生（学連登録している大学生）の参加を認め

る。詳細については、馬術競技要項で定める。 

  イ 同期（夏季・冬季・春季）大会内の一つの競技に参加した者は、他の競技に参加

できない。ただし、陸上競技（春季）と駅伝競走（冬季）にあってはこの限りでな

い。 

（４）健康管理は、事前に健康診断を受けるなど、参加者の責任とする。 

（５）スポーツ傷害保険等に加入していること。 

（６）各競技の特殊性から、各競技団体は前記以外にも主催者と協議の上、制限を加える 

ことができる。 

 

３ 実施競技 

（１）大会で実施する競技は、次のア及びイの事項を満たしている競技とする。 

  ア 協会加盟の競技団体の競技であること。 



  イ 次の４つのうちいずれかの要件を満たしていること。 

a オリンピック競技（種目） 

    b 国民体育（スポーツ）大会の実施競技 

    c 日本伝統の武道 

    d 参加できる大会が少ない競技（種目） 

（２）第７７回～第８１回大会で実施する競技は、次のとおりとする。 

   ア 夏季大会   水 泳 競 技（男・女）  ゴ ル フ 競 技（男・女） 

   イ  冬季大会     ス キ ー 競 技（男・女）  駅 伝 競 走（男） 

  ウ 春季大会   陸 上 競 技（男・女）  サ ッ カ ー 競 技（男） 

           テ ニ ス 競 技（男・女）  バレーボール競技（男・女） 

              バスケットボール競技（男・女）  ソフトテニス競技（男・女） 

                    卓 球 競 技（男・女）  軟 式 野 球 競 技（男） 

           馬 術 競 技（男・女）  フェンシング競技（男・女）  

             バドミントン競技（男・女）    弓 道 競 技（男・女） 

       ソフトボール競技（男・女）  柔 道 競 技（男） 

          クレー射撃競技（混）     ライフル射撃競技（混） 

           剣 道 競 技（混）     アーチェリー競技（男・女） 

           空 手 道 競 技（男・女）  な ぎ な た 競 技（女） 

                   ボウリング競技（男・女）  ハンドボール競技（男・女） 

                自 転 車 競 技（男・女）  銃 剣 道 競 技（男） 

                ローラースケート競技（男）    ゲートボール競技（男・女） 

               ダンススポーツ競技（混）    少林寺拳法競技（男・女） 

（３）正式競技と公開競技とに分ける。 

  ア 正式競技 

    正式競技は、参加地区数（男女別）が２５地区以上の競技とする。 

   ※正式競技には７（５）アの基準により競技得点を与える。 

   イ 公開競技 

 公開競技は、参加地区数（男女別）が１５地区以上の競技とする。 

（４）上記実施競技以外で公開競技を実施したい競技は、主催者に申し出て、体育大会委

員会において決定する。 

（５）実施競技の見直し 

    実施競技については、３（１）、（３）及びガバナンスコードの遵守状況等に基づき、

一定期間（４年）を経て、見直しを検討する。 

 

４ 競技の実施要項 

（１）各競技団体は、大会本部の指定した期日までに競技要項を作成し提出する。 

（２）競技要項に記載する内容は、次のとおりとする。 

  ア 競技名       イ 日 時         ウ 会 場   

  エ 種 別       オ 競技上の規定及び方法  カ 参加資格 

キ 参加人員         ク  順位決定方法        ケ 表 彰         

コ 申込期限及び方法   サ 監督会議          シ 参加上の注意      

ス その他 

 

５ 参加申込み 

各区市町村に送付される実施要項に基づいて、下記により申し込む。 

（１）各区市町村は所定の様式により、区市町村長、区市町村教育委員会教育長又は地区

体育･スポーツ協会等の会長等のいずれかの署名をもって２通作成し、大会会長（大会

本部）あて申し込む。 



（２）申込みは、大会本部の指定した方法・期日を原則とする。 

（３）監督会議に欠席した区市町村（島しょを除く。）は、大会に参加できない。 

 

６ 選手団の編成 

  選手団の編成は、役員（団長、副団長、総監督、顧問、総務）及び選手とする。 

 

７ 表 彰 

（１）夏季、冬季及び春季の三季を通して実施した全正式競技の男子総合成績第１位の区

市町村に高松宮殿下記念杯を、同じく女子総合成績第１位の区市町村に高松宮妃殿下

記念杯を授与する。 

（２）夏季、冬季及び春季の三季を通して実施した全正式競技の男子総合成績及び女子総 

合成績の第１位から第８位の区市町村にそれぞれ表彰状を授与する。 

（３）各正式競技（男女別）の成績第１位の区市町村に、優勝旗を授与する。 

（４）各競技（種別を含む。）の成績第１位から第３位までの区市町村に、それぞれ表彰状

を授与する。 

（５）正式競技の男女総合得点は、次の基準による。ただし、男女混合競技の場合は、男

子総合得点として取り扱うものとする。 
 

ア 競技得点は、下表のとおりとする。 

順 位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 

得 点 １２ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ 
  

 イ 参加得点は、競技ごとの出場地区に１点を与える。 

（６）総合優勝（男女別）の区市町村に次回春季大会開会式においてレプリカを授与する。 

（７）日本記録、世界記録を更新した者に賞状と記念品を贈る。 

（８）各競技団体は、独自で優勝旗を授与することはできない。 

 

８ 正式競技及び公開競技における不正行為等 

（１）不正行為等、競技の結果に疑義があるときは、大会本部に申し出るものとする。た

だし、所定の様式による申出を原則とし、その内容に具体性がなければならない。 

（２）疑義の申し出は、出場選手の推薦団体である各区市町村スポーツ主管課及び体育・

スポーツ協会等または、出場競技種目別の監督（代表者）とする。 

（３）正式競技または公開競技のいずれかにおいて、不正行為があったと認められるとき

は、次に掲げる罰則に処する。 

  ア 大会閉会式の５日前までに認定された場合 

男女とも、当該競技（正式競技）の競技得点、参加得点は与えない。かつ、次年

度の当該競技（正式競技、公開競技とも）への参加を認めない。 

  イ 大会閉会式の４日前以降に認定された場合 

男女とも、次年度の総合得点から当該競技（正式競技）の競技得点、参加得点を

除算する。また、次年度の当該競技（正式競技、公開競技とも）への参加を認めな

い。 

  ウ 不正行為があったと認められるときは該当する競技種目のみ競技成績を取消すこ 

ととし、順位の繰り上げを行う。 

 

９ 大会の式典 

（１）春季大会が総合成績を決定付ける大会となるため、毎年、春季大会に開会式、閉会

式を行い、全選手団が参加することを原則とする。 

（２）式典の順序、方法は別に定める。 



１０ その他 

   参加人員、プログラム、大会役員、表彰状及び賞状の様式等については別に定める。 

 

附 則 

１ 昭和５２年１２月１日改訂 

２ 昭和５５年４月１日改訂 

３ 平成４年１月１４日改訂 

４ 平成８年２月２６日改訂 

５ 平成１１年４月１日改訂 

６ 平成１２年２月２４日改訂 

７ 平成１４年６月１日改訂 

８ この要項は、平成２４年４月１日（公益財団法人東京都体育協会の設立登記の日）

から施行する。 

９ 平成２７年１２月１７日改訂 

１０ 平成２９年１２月１４日改訂 

１０の２ 水泳競技が７月に開催されるときは、当該競技に限り、２（１）ア及びイ中「夏 

季大会は８月１日」及び２（２）ア「大会開催年の８月１日」とあるのは「夏季 

大会は７月１日」と読み替えるものとする。 

１１ 平成３０年１２月１７日改訂 

１２ 令和元年１２月１６日改訂  

１３  この要項は、令和５年７月１日から施行する。 

 


